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私はこれまで、エピジェネティックな制御がどのようにゲノム情
報を統御し、高次の生命現象を調節しているのかに強い関心を持ち、
その分子機構の解明と、それぞれの生命現象における生理的意義の
理解を目指して研究を進めてきました。特に、ヒストン、ヒストン
以外のタンパク質並びにDNAのメチル化に着目し、研究を進めてき
ました。
本講演では、私たちの研究室におけるメチル化研究の最新の成果
を紹介するとともに、この分野に残された重要な課題と、それらの
解決に向けた今後の展望について議論したいと思います。


